
研究科 専攻 学年 氏　名 研究課題 指導教員

1 文学 総合心理科学 後期課程２年 澤村　勇希
ADHD症状を有する若年成人層の抑うつ状態に対する
e-IPCの有用性の検証

小野　久江

2 文学 総合心理科学 後期課程３年 片山　夏果 共感特性が表情の処理に与える影響について 片山　順一

3 文学 総合心理科学 後期課程１年 朝倉　智大
関係学習による知能指数の向上および軽度知的能力
障害者に対する臨床応用可能性の検討

佐藤　寛

4 文学 文学言語学 後期課程１年 深谷　佳那
『白樺』の「跨ぎ」再考 ― 『白樺』 ハインリヒ・フォーゲ
ラー特集を中心に―

村山　功光

5 文学 総合心理科学 後期課程２年 廣川　ひとみ
神経性過食症症状を有する若年成人層への対人関係
カウンセリングの有効性の探索的検討

小野　久江

6 文学 総合心理科学 後期課程１年 北野　孝太
平原ハタネズミの援助行動におけるペプチドホルモン
の影響の解明

佐藤　暢哉

7 社会学 社会学 後期課程２年 中越　みずき 低所得層における自民党への投票の心理基盤 稲増　一憲

8 社会学 社会学 後期課程２年 加藤　晴美
〈文化実業家〉がつくる都市イメージの歴史社会学的研
究―近代名古屋を事例に

難波　功士

9 社会学 社会学 後期課程３年 中村　健太
新型コロナウイルス対策の比較社会学―フーコーの安
全システム論を用いて―

荻野　昌弘

10 社会学 社会学 後期課程３年 江見　克基
「非社交性」と「自意識過剰」の文学ーー近代において
なぜ書かれ読まれたのか

奥村　隆

11 社会学 社会学 後期課程２年 家高　裕史
鉄道と鉄道駅を中心とした地域公共交通網と人の移動
の社会学的研究

立石　裕二

12 法学 民刑事法学 後期課程３年 趙　民秀 暴利行為の現代的意義 瀧 久範

13 商学 商学 後期課程２年 石田　真貴
新製品のための潜在的な市場機会を特定する「市場
特定」に関する実証研究

西本　章宏

14 商学 商学 後期課程２年 山口　友規
ボーン・グローバル企業の国際化決定要因と国際化プ
ロセスに関する研究

藤沢　武史

15 理工学 情報科学 後期課程３年 松尾　涼太郎
スパースモデリングを用いたネットワークトポロジ復元
手法

大崎　博之

16 理工学 先進エネルギーナノ工学 後期課程３年 パルピ　エンダー　キナリヤ
高安定かつ高移動度なIn-Si-O薄膜と薄膜トランジスタ
の作製

藤原　明比古

17 理工学 環境・応用化学 後期課程３年 堀内　滉太
カロテノイドのcis-trans異性体における励起状態ダイ
ナミクスの解明

橋本　秀樹

18 理工学 環境・応用化学 後期課程２年 青木　航平
電気と光の共同作用を利用する連鎖型芳香族ラジカ
ル置換反応の開発

白川　英二

19 理工学 数理科学 後期課程２年 毛利　健太
可換環論と離散幾何学による有限グラフに付随する
トーリック環の解析

大杉　英史

20 理工学 化学 後期課程２年 前田　文平
炭素水素結合のアミノ化を基盤とした環状ポリアミンの
環拡大反応

村上　慧

21 理工学 生命医化学 後期課程２年 鎌田　優香
HECT型ユビキチンリガーゼによる小胞体タンパク質品
質管理機構の解明

沖米田　司

22 言語コミュニケーション文化 言語コミュニケーション文化 後期課程３年 孫　之依
日本語の名詞修飾成分に関する誤用研究―中国語母
語話者日本語学習者を対象に―

于　康

23 言語コミュニケーション文化 言語コミュニケーション文化 後期課程３年 馮　佳誉
大学での異文化間の話し合いの特徴に関する研究：学
生の対話能力の向上を目指して

森本　郁代

24 言語コミュニケーション文化 言語コミュニケーション文化 後期課程２年 張　麗
日中母語場面の雑談における評価不同意行為ー不同
意協議への手続きに着目してー

森本　郁代

25 言語コミュニケーション文化 言語コミュニケーション文化 後期課程２年 西阪　亮 会話中の対立を通して示される友人同士の親しさ 森本　郁代

※学年は、2022年4月1日時点。 以上25名
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